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TOP  MESSAGE

　株主の皆様におかれましては、
平素より格別のご高配を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　２０２１年５月に経営統合を発表
し、１０月１日に持株会社である当
社フルサト・マルカホールディン
グス株式会社を設立いたしました。
統合の目的はお客様に最適な価
値を提供するために、両社の強
みとなる分野を相互に補完するこ
とです。そして、新たなスローガ
ンとして『「その手があったか」を、
次々と。』を定めました。お客様にそのように感じ
ていただける提案を常に心がけることによって、社
員の意識が今まで以上にお客様の最適な価値へ近
づいていくことを目指しております。
　持株会社の決算期を１２月としたことで、当社の
第1期である２０２１年１２月期は変則決算となりまし
た。引き続き新型コロナウイルス感染症の影響は
解消しておりませんが、受注の改善なども見られ、
昨年１１月に発表いたしました業績予想に対して若

干上振れでの着地となりました。
　２０２２年度は、初めて通年の決算となり、新たな
中期経営計画がスタートいたします。定めましたス
ローガンを一層定着させ、お客様のご評価をいた
だき、ひいては業績拡大につながるよう、取り組
んでまいります。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご理解
とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2022年3月30日

代表取締役社長
古里 龍平

代表取締役会長
飯田 邦彦
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「その手があったか」を、次々と。

売 上 高

売 上 高

営 業 利 益

営 業 利 益

親会社株主に帰属する
当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

経 常 利 益

経 常 利 益

74,292百万円

157,000百万円

1,465百万円

4,100百万円

2,033百万円

4,600百万円

1,037百万円

3,000百万円

連結業績ハイライト
（2021年4月1日～2021年12月31日）※

（2022年１月１日～2022年12月31日）

　いま、企業をとりまく環境は⼤きな転換期を迎えています。とりわけ日本では⽌まることない労働⽣
産⼈⼝の減少により⽣産性の向上は、待ったなしの状態になっていると認識しています。技術革新が進
む中、さまざまな領域においていままで以上に⼤きな変化が求められるでしょう。だからこそ、お客様
のすぐそばで、解決の選択肢を提供する。変わろうとする兆しを、お客様とともに育てていく。挑戦の
先に広がる景⾊を、いっしょに描いていく。その思いを、より確かな⾏動に変えるためにフルサト⼯業
とマルカは経営統合しました。⼈が何かを⽣みだすあらゆる場⾯に、この理念を念頭にユニークな⼈と
アイデアで、お客様の課題に取り組んでまいります。そのために、このスローガンを定めました。　　

経営理念

プラットフォーム戦略

2022年12月期の見通し

プラットフォーム戦略は、ひとつの基盤（プラット
フォーム）の上に、さまざまな事業形態や機能を
持つ企業が集まり、お互いに機能拡充するととも
に、外部のパートナーとも積極的にアライアンス
を組むことにより、ラインナップを充実させ、多
岐にわたるお客様のニーズに対応していくという
考え方です。

※当社は、2021年10月１日にフルサト工業株式会社及び株式会社マルカが、共同株式移転の方法により両社を完全子会社とする株式移転設立完全親会社として設立されました。設立に際し、フルサト
　工業株式会社を取得企業として企業結合会計を行っているため、当連結会計年度(2021年４月１日から2021年12月31日まで)の連結経営成績は、取得企業であるフルサト工業株式会社の連結会計
　年度(2021年４月１日から2021年12月31日まで)の連結経営成績を基礎に、株式会社マルカの2021年12月１日から2021年12月31日までの連結経営成績を連結したものであります。



社長の古里がラジオNIKKEIに出演

TOPICS

事業体制

日本国内と海外のものづくりの市場において、産業機械や
機器・工具類を幅広く提供します。省力化、効率化のため
の自動生産ラインの提案・設計・構築や、AIやセンシング、
クラウドなどのテクノロジーを駆使したスマートファクトリー
への対応など、プラットフォームの充実をはかりながら、も
のづくり現場の変化をサポートしていきます。
マルカとジーネットが中心となって、他のグループ企業や機
能と連携しながら展開していきます。

鉄骨建築、工場配管、住宅設備機器の市場で、必要とさ
れるあらゆる素材を、製造、仕入、輸入などにより調達し、
利便性を加えて提供しています。また、自社製品であるフ
ルブレースは、全国９ヶ所の工場で生産し迅速に安心安全な
製品をお届けする体制を保持し、高いマーケットシェアを誇っ
ています。

建設分野特に基礎土木業者、重機チャーター業者、及び港
湾荷役業者を中心に各種建設機械、荷役機械の販売、レン
タル、中古機械の買取販売を展開しております。
また、系列のレンタル会社では高所作業車をメインに車体
のみならず、オペレーター派遣により、各種高層構造物の
検査・メンテナンス、看板広告の設置等の各種ニーズに応
える対応を行っております。

当社社長の古里が、２０２２年２月１日のラジオNIKKEI　ザ・
マネー「櫻井英明のかぶとびら」の「経営トップの素顔」 
のコーナーに出演し、経営統合の背景、今後のグループの
戦略などについて語りました。

機械・工具セグメント

建設資材セグメント

建設機械セグメント

セキュリティセグメント
防犯監視、入退室管理などのシステム導入や機器販売、ク
ラウド型フィジカルセキュリティサービスの提供など、最新
の情報、商品によるセキュリティ環境の構築を実現します。
さらに、モニタリングやネットワーク技術を用いて、製造現
場における自動生産ラインの構築にも関与しています。



当社は、株主への利益還元を重視
し、連結業績に連動した利益配分に
基づき配当いたします。連結ベー
スでの配当性向３５％程度を基本と
し、最低年間１５円の安定配当に努
めます。

当社ホームページの投資家情報のトップページには、最新情報を
まとめて掲載しておりますのでご活用ください。

〒540-0024 ⼤阪市中央区南新町一丁目2番10号
TEL.06-6946-9600（⼤代表）

株 主 還 元 に つ い て

株 主 メ モ

ホームページのご案内

事 業 年 度
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 の 方 法

発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 の 総 数
株 主 数

1,000円相当のグルメセット

3,500円相当のグルメギフト券
（カタログギフト）

100株以上500株未満保有の株主様

500株以上保有の株主様

……………………………………
………………………………………
……………………………………………

1月1日～12月31日
12月31日
6月30日
毎年3 月

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120-094-777（通話料無料）
東京証券取引所
電子公告により行う
公告掲載URL
http://www.fm-hd.co.jp/e-public-notice
ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他の
やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公
告いたします。

http://www.fm-hd.co.jp/

毎年12月31日時点の株主名簿及び
実質株主名簿に記載された、1単元

（100株）以上保有の株主様に贈呈

株主
優待制度

配当政策

株 式 の 状 況

会 社 概 要

大株主（上位5名）

100,000,000株
25,563,814株

10,346名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

有限会社エフアールテイ 2,753,861 10.77

ＴＨＥ ＳＦＰ ＶＡＬＵＥ ＲＥＡＬＩＺＡＴＩＯＮ 
ＭＡＳＴＥＲ ＦＵＮＤ ＬＴＤ． 2,534,700 9.92

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 1,965,400 7.69

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 1,036,790 4.06

コベルコ建機株式会社 766,260 3.00

商 号 フルサト・マルカホールディングス株式会社
MARUKA FURUSATO Corporation

本 社 所 在 地 〒540-0024 大阪市中央区南新町一丁目2番10号
代 表 者 代表取締役会長　飯田　邦彦

代表取締役社長　古里　龍平

設 立 2021年10月1日
上 場 取 引 所 東京証券取引所市場第一部（証券コード：7128）
資 本 金 50億円
従 業 員 数 1,972名（連結）
事 業 内 容 機械・工具の販売、建設資材の製造・販売、建設機械の販

売とレンタル、セキュリティサービスの提供などを営むグルー
プ会社等の経営管理及びこれらに付帯又は関連する事業

※持株比率は自己株式（2,553株）を控除して計算しております。

優待内容

（2021年12月31日現在）

（2021年12月31日現在）


